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今月のテーマは

｢老後をどう生きるか｣です

求
め
ら
れ
る

在
宅
福
椎
倣
勤
蕊
躍
郵
慰
醗

今
日
の
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
よ
り
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
在
宅
福
祉
で
す
。
今
は

若
く
と
も
、
老
後
は
、
だ
れ
に
も
必
ず
来
ま
す
。
今
月
一
五
日
㈹
の
「
敬
老
の
日
」
に
あ
た
り
、
お
年
寄

り
だ
け
の
問
題
と
考
え
ず
、
自
分
自
身
の
老
後
を
ど
う
生
き
る
か
、
そ
れ
に
は
今
、
何
が
で
き
る
の
か

を
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

猿が大切です。健康診査の結果をもとに、市民のみなさんの健康状態を保健婦が説明します
' 17日(月)、下君田にこにこクラブ集会所にて）

男
性
は
七
五
・
九
二
歳
、
女
性
は
八

一
・
九
○
歳
。
こ
れ
は
、
平
成
二
年
国

勢
調
査
を
も
と
に
六
月
に
厚
生
省
が
発

表
し
た
日
本
人
の
平
均
寿
命
で
す
。
終

戦
後
の
昭
和
二
二
年
当
時
は
、
男
性
は

五
○
・
○
六
歳
、
女
性
は
五
三
・
九
六

歳
で
し
た
か
ら
、
四
五
年
の
間
に
三
○

歳
近
く
も
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
六
五
歳
以
上
の

お
年
寄
り
人
口
も
増
加
し
、
一
○
年
後

に
は
、
四
人
に
一
人
が
お
年
寄
り
に
な

る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
萩
市
の
場
合
、
六
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
は
、
平
成
四
年
四
月
現
在
で
男

性
一
、
九
七
八
人
、
女
性
二
、
九
六
二

人
で
、
全
国
の
動
き
よ
り
早
く
、
六
五

歳
以
上
の
人
は
七
人
に
一
人
の
計
算
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
二
七
年
間
の
市
の
お

年
寄
り
人
口
を
表
し
た
の
が
表
一
で

す
。
人
口
に
占
め
る
六
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
の
割
合
は
、
昭
和
四
○
年
で
は

五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
が
、
今
年

は
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
急
激
に
増
え
て

六
五
歳
以
上
は
七
人
に
一
人

》
…
華
＃
胤
蝿
剥
撒
㈲
睾
抵
零
』
・
農
蕊
蕊
鰯
驚
識
蕊
篭
瀧
↓
ゞ
》
毎
鍵
蕗
蕊
犠
曝

識
癖
瀧
蕊
癖稚剴怜拐叩
設
〉
繩
や
紬

撫
紳
蝋
蝿
瓢
慰
謝
難
い
俶
繍
謡
柵
一
》
醐
議

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
、
蕊
さ
丹
ソ
鰄
刊
繩
到
診
痙
到
壺

お
年
寄
り
の
在
蕊
讓
を
唾
》
剛
噛
榊
競
鋤
密

保

●
●
●

寝
蓉
謝
哩
轆
葎
軸
部
牝
帆
ハ
碓
癌
壼
癖
癖
識
謝
謝
銅
諏
癖
癖
識
辮
熱
蝿
鞆
斡
蕊
蕊

呆
性
は
一
八
人
、
一
人
暮
ら
し
は
三
黙
＊
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
：
…
福
祉
蕊

九
人
（
平
成
三
年
一
二
月
現
在
）
で
す
偲
罹
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
、
家
庭
を
訪
ね
癖

生
委
員
調
査
・
人
口
の
高
齢
化
に
鱗
て
身
の
回
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
．
織

り
、
今
後
さ
ら
に
増
え
る
と
予
想
さ
蝿
＊
日
常
生
活
用
品
の
援
助
等
…
・
福
祉
灘

る
の
が
、
こ
の
寝
た
き
り
や
痴
呆
性
蕊
特
殊
寝
台
な
ど
の
援
助
と
、
車
イ
ス
灘

ど
、
常
に
介
護
が
必
要
な
お
年
寄
り
鍵
な
ど
を
お
貸
し
し
ま
す
．
議

す
。
こ
の
お
年
寄
り
を
だ
れ
が
、
ど
鍵
＊
ミ
ニ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
…
・
社
協
舞

謬
黙
鐇

蕊

鍵

よ
う
に
介
護
す
る
の
か
が
問
題
に
な
蕊
家
庭
で
入
浴
す
る
こ
と
が
困
難
な
お
蕊

》鼠軽てきています。特別養護老人ホ癖年寄りのために、送迎バスによ驚悪
”
》

ム
な
ど
の
施
設
に
任
せ
る
に
も
、
人
溌
り
身
体
障
害
者
療
護
施
設
「
愛
正
園
」
灘

叩

や

糾

叩

秘

貼

糾

Ｆ

ｆ

謡

鋤

的
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
と
い
霞
で
入
浴
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
溌

鋤
剰
拙
榊

鍵
舜
識
錘
鶏
蕊
鑓
識
一
睡
浄
嶽
燕
毎
蕊
塞
謹
篝

て
も
核
家
族
化
や
扶
養
す
る
子
ど
も

数
の
減
少
、
住
宅
事
情
な
ど
に
よ
り

し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
老
緯
鍛
＊
愛
の
ブ
ザ
ー
…
：
．
福
祉
蕊

』
⑪
串
凝
串
畿

は
、
家
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
各
蕊
自
宅
で
急
病
や
不
慮
の
事
故
に
あ
っ
灘

L二

瞬静
心Z罫

韓悪

一(表1）

市の総人口に占める65歳以上の

お年寄りの率

（資料：国勢調査） 35,320 35,348人
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琴
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叫
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ネットワークの

充実が大切

の
活
動
を
通
し
て
地
域
の
み
な
さ
ん
と

の
相
互
交
流
を
持
ち
、
健
や
か
に
生
が

い
を
持
っ
て
送
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
か
ら
は
、
で

き
る
だ
け
在
宅
で
の
介
護
が
大
切
で
あ

り
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
福
祉
事
務
所
や
保

健
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
さ

ら
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
て
、
お
年
寄

り
の
在
宅
福
祉
や
在
宅
看
護
を
重
視

し
、
そ
の
指
導
や
協
力
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
福
祉
事
務
所
で
は
、
寝
た
き

り
な
ど
の
お
年
寄
り
の
た
め
に
、
日
常

生
活
を
す
る
う
え
で
必
要
と
な
る
特
殊

寝
台
な
ど
の
貸
し
出
し
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
、
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金

の
貸
し
付
け
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
脳
卒
中
な
ど

融 "2＝剖圃=rr

しよづりいてつ

特別養護老人ホーム松籟荘
さとこ

生活指導員須田聡子さん
、
、

在宅福祉の3本柱として、ホームヘルプサービス

（訪問し介護を行う事業） 、ショートステイ事業（下

の欄参照） 、デイサービス事業（日帰りで介護サービ

スを受けられる事業）があります。現在、当ホームで

は、ショートステイ事業を実施しています。

在宅福祉サービスの一部を担う一員として、 さまざ

まな相談を受けるのですが、常に感じることは、

「質、量ともに受け皿をもっとそろえなければならな

い」ということです。現在ある3床（3人分）のシヨ

ートステイでは、依頼が重なれば日時の調整が必要に

なるなど、十分な体制とはいえません。将来的には、

福祉施設の充実が必要になると考えられます。

例えばデイサービスの施設があれば、昼間、お年寄
はいせつ

りは介護（食事、排泄、入浴など） を受けながら、友

達との交流の機会が持てます。そして何よりも介護者

が、その間、心身の休息の時間を持てることになりま

す。 さらに、在宅介護支援のシステムを持つ施設があ

れば、お年寄りやその家族からの介護上の相談や緊急

対応を含む24時間にわたるサービスができます。

このように、 これからの在宅福祉は、家族だけが責

任を感じて介護し、その疲れで倒れる寸前で助けを求

めるのではなく、その前にさまざまな制度を活用し、

介護者もお年寄りも “張りとゆとりのある生活を一日

も長く続けること”だと考えます。

そのためには、 ネットワークの充実が大切です。福

祉サービスを保健や医療、福祉が個々ばらばらに推進

するのではなく、連携と統合を図り、社会福祉協議会

を在宅福祉事業の中心として運営し、活動することが

さ
ら
に
今
、
市
で
は
、
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
導

入
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
、
お
年
寄
り
が
自
宅
で
急
病
や

に
よ
る
後
遺
症
の
あ
る
み
な
さ
ん
を
対

象
に
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
開
い
た
り
、
保

健
婦
が
そ
の
家
庭
を
訪
問
し
て
、
寝
た

き
り
や
痴
呆
性
の
お
年
寄
り
の
看
護
方

法
や
そ
の
相
談
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
食
事

サ
ー
ビ
ス
や
、
家
庭
で
の
入
浴
が
困
難

な
お
年
寄
り
の
た
め
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

を
設
置
予
定 ｰ

不
盧
の
事
故
に
あ
い
動
け
な
く
な
っ
た

時
、
身
に
つ
け
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
（
無
線

通
報
器
）
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
緊
急
通

報
セ
ン
タ
ー
（
高
萩
市
・
十
王
町
事
務

組
合
消
防
本
部
）
に
知
ら
せ
が
入
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
連
絡
を
受
け
、

電
話
で
、
ま
た
は
近
所
の
協
力
者
に
よ

っ
て
お
年
寄
り
の
状
態
を
確
認
し
、
救

急
車
を
緊
急
出
動
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
来
年
の
三

月
ま
で
に
設
置
で
き
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
だ
れ
も
が
必
ず
迎
え
る
，
老

い
“
を
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
な
か
で
、

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
市
で
は
、
『
老
人
保
健
福

祉
計
画
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
民
生
委
員
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

八
月
中
に
現
在
の
お
年
寄
り
の
状
況
を

再
調
査
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
今／

／

望ましいと思います。これらを実施するには、財源の

調整と民間レベルでのボランティアの協力が絶対に必

要な条件となります。

後
は
、
さ
ら
に
き
め
細
か
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
な
ど
の

介
護
が
必
要
な
お
年
寄
り
に
対
し
て
、

健
康
面
と
必
要
と
さ
れ
る
福
祉
面
で
の

連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
家
族

や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
助
け
合
え
る
在
宅
福
祉
の
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
市
で
は
、
人
生
八
○
年

時
代
を
心
や
す
ら
か
に
充
実
し
た
日
々

が
送
れ
る
よ
う
、
生
涯
学
習
を
基
本
に

各
種
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
．
今
後

と
も
余
暇
時
間
を
利
用
し
て
公
民
館
講

座
に
参
加
し
て
学
ん
だ
り
、
趣
味
や
仕

事
な
ど
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体

と
心
の
健
康
を
図
っ
て
そ
の
長
い
年
月

を
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
穴
算
二
函
謹
織
溌
健
篭
ン

必
”
一
夕
朏
で
へ
ね
た
き
蹴
篭
火
等
介

に
…
、
！

↑ま
護
者
研
修
会
が
開
域
れ
、
介
護

絶が
ｖ
の
体
験
発
表
や
介
護
用
品
な
ど

力
の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
だ
や
伸

ー

職

弘

迫

蝉

揮
瀞
識
ご
霞

嘩
苗
諄
晋

噂

』

澤

Ｌ

い

ふ

唇

ｔ
ｒ
掻
町
＃
１
弓
〕
晶

醐
恥
姉
ｊ
ｆ
暁
Ｆ
●

、

託

内

自

宅

で

の

生

活

が

困

難

な

お

年

寄

り

に

絹群

＊
老
人
ホ
ー
ム
入
所
の
お
世
話
…
福
祉

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
の

お
世
話
を
し
ま
す
。

た
と
き
、
近
所
の
家
の
人
に
ブ
ザ
ー

で
連
絡
が
取
れ
ま
す
。

＊
愛
の
定
期
便
：
…
・
福
祉

外
出
の
少
な
い
お
年
寄
り
を
定
期
的

に
訪
問
し
て
乳
製
品
を
届
け
、
安
否

を
確
認
し
ま
す
。

＊
ミ
ニ
・
ア
ラ
ー
ム
。
…
・
・
福
祉

火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
周
囲
に
知

ら
せ
る
音
を
発
し
、
火
災
か
ら
の
救

出
や
初
期
消
火
に
役
立
ち
ま
す
。

＊
老
人
友
愛
訪
問
：
：
：
福
祉

各
老
人
ク
ラ
ブ
員
が
訪
問
し
、
交
流

や
親
睦
を
図
り
ま
す
。

＊
給
食
サ
ー
ビ
ス
。
：
…
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
作
っ

た
昼
食
を
、
月
一
回
お
届
け
し
ま
す

お
年
寄
り
を
介
護
し
て
い
る
人
に

＊
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
：
…
・
福
祉

家
族
が
、
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

お
年
寄
り
の
介
護
が
で
き
な
い
時
、

家
族
に
代
わ
っ
て
短
期
間
（
七
日
以

内
）
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
松
籟

荘
」
で
お
世
話
し
ま
す
。

＊
ね
た
き
り
老
人
・
痴
呆
性
老
人
介
護

者
研
修
会
…
：
．
福
祉

家
庭
介
護
の
方
法
や
、
介
護
の
悩
み

な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

＊
リ
ハ
ビ
リ
教
室
…
：
・
セ
ン
タ
ー

毎
月
三
回
、
機
能
回
復
訓
練
機
器
を

使
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。

③ 灘漁職;職辮鰯鍵鍵議 溌蕊溌識懲り灘§
貯責熱鼠 晶噂号坤
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